
         集合研修後のフォローアップシステムのご案内 

◆こんなお悩みは・・・・ 

 集合研修は実施しているが、一過性で、学んだ
知識やノウハウが定着しない。 

 集合研修は必要だが、費用が高すぎるのが悩
みの種だ。 

 集合研修で知識やノウハウを身に付くが、現場
での活用はハードルが高い。 

 集合研修のパフォーマンスについて、トップから
の目が厳しくなってきている。 

           などなど 

◆集合研修後のフォローアップのご提案 

 担当講師＋研修担当セクションとがタイアップ 

 集合研修担当講師が、研修テーマをキーワー
ドに編集した情報誌（Ａ４ 6～8ページ）とチャレ
ンジレポートでフォローアップ。 

 情報誌とチャレンジレポートで、学んだ知識やノ
ウハウの再確認・定着、そして応用力のアップ
を目指します。 

 

研修担当講師＋研修担当セクションと 

受講生との双方向コミュニケーション 

研修講師＋研修担当 

研修後 
1ヶ月目 

○×通信(情報誌） 
チャレンジレポート 

受 
 

講 
 

生 

研修後 
３ヶ月目 

○×通信(情報誌） 
チャレンジレポート 

研修後 
５ヶ月目 

○×通信(情報誌） 
チャレンジレポート 



＜アフターフォローＮ社の例＞ 



＜アフターフォロー＞ 

（内容例） （チャレンジレポート例） 


